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同窓会創立４０周年記念事業の実施年度に巡り会った感慨・・！！ 

滋賀県レイカディア大学同窓会 

 会長 堀江勇夫 

 

滋賀県レイカディア大学同窓会は１９８０年９月２２日に、第１期卒業生８０人を

対象に結成され、今日に至るまで４０年の歴史と伝統を育んできました。 

これより２年前の１９７８年に開校された母校も又、滋賀県老人大学校から滋

賀県レイカディア大学への名称変更や滋賀県の財政難から廃校の危機にさらされ

るなど、幾多の試練と変遷を経て私たち同窓会と不可分一体の運命共同体として、

発展の歩みを共にしてきました。 

滋賀県レイカディア大学同総会が発足した、１９８０年の誰もが知る身近な出来事に、モスクワオリンピック 

不参加の決定・ＪＲ草津線の電化が開通・琵琶湖富栄養化防止条例の施行・王貞治巨人軍を引退・歌手山口

百恵引退などを挙げれば、滋賀県レイカディア大学同窓会員のほぼ全ての会員が『うん・・うん・・』と頷ける

と思います。 

そして今年２０２１年は、５7 年振りにオリンピック東京大会が、新型コロナ感染症蔓延禍中で、多くの競技

会場が無観客状態で開催されるという異例の出来事と重なり、生涯忘れることのない同窓会創立４０周年

記念事業実施年度となりました。先ずは初めに滋賀県レイカディア大学同窓会員としての、仲間意識を｢確

かめ・高め・共有」しておきましょう。 

記念事業としては、２０２１年１２月１日に、創立４０周年記念グラウンドゴルフ大会を、選手による県下９支

部対抗戦と、オープン参加の個人戦を長浜ドームで開催しました。 

同１２月１７日には、滋賀県知事 三日月大造氏、滋賀県社協会長 渡邉光春氏、近江八幡市長 小西理氏を

ご来賓に、そして近江日野商人館館長 満田良順氏を記念講演会講師に、またフォークバンドグループ「ビー

フォー＆エー」の皆さんをアトラクションにお迎えし、創立４０周年記念式典を先に開催した、グラウンドゴル

フ大会の表彰式を兼ねて、滋賀県立男女共同参画センター「Ｇ―ＮＥＴしが」で開催いたしました。いずれも会

員の皆さんのあふれる笑顔で、祝賀ムードと一体感を醸し出すことが出来ました。 

またその他の本部・支部の通年事業も、「創立４０周年記念」を頭に冠して実施され、会員の心に深く刻まれ

た事業年度となりましたことに、深甚なる感謝の気持ちと無量の感慨で一杯でございます。 

しかし、昨今では「人生１００年時代」と言われながらも、少子高齢化が進行すると、これまでの多くの既存

の仕組みの維持が困難な時代が訪れ、組織の機能の低下が表面化し、保たれてきた伝統的な既存の社会秩

序が消え去り、これらが地域社会や人々の日常生活に、やすらぎをもたらすことに果たしてきた大切な機能

が失われ、地域住民の運命共同体意識が希薄となり、地域社会の維持運営を難しくする姿となって目立って

きます。 

これのみの影響とは思われませんが母校への入学希望者が、定員に満たない現象が続いています。 

言わずもがな母校と同窓会は不可分一体の運命共同体ですから、母校の発展無くして同窓会の活性化は

あり得ません。 

従いまして同窓会会則第３条に謳う３大目的の一つに、「母校の発展に寄与すること」と掲げて、逐年様々

な取り組みを展開してきたところでありますが、記念すべき同窓会創立４０周年を契機として、「変動・不確

実・複雑・曖昧」をキーワードとして、滋賀県レイカディア大学のあり方や、同窓会のあるべき姿に思いを致し、

同窓会創立４０周年記念号の紙面を借りて、与えられている立場に立って本会の行く末を、一つのロジック

に照らして探り当て、「私たちの前には道はない」、「私たちの後に道が出来る」の信念の上に立って、後進会

員へ「道しるべ」となることを願ってみました。 
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一、令和の時代に必要なものは、「価値観とトライアル＆エラー」と言われています。 

★「試みて気づけ」と言いますが、「答えがないというのが答え」と言う時代には、同窓会員が大切にする価

値観をしっかりと設定すること、その価値観に基づき進むべき方向を、公議公論によって決めること、一

定の結論に基づき方針を立て、事業計画で果敢にチャレンジすること、実践結果と効果をスピーディーに

検証して、それによって気づいた間違いを、惑うことなく修正すること、そして別の仮説を用意して、変化

に対応すること、この様に「トライアル＆エラー」を繰り返し、次第にあるべき姿に近づけていくことが大

切です。 

二、滋賀県レイカディア大学同窓会の運営は、「持続可能性と多様性」に照らしてみよう。 

★持続可能性については、方針や理念は小手先に走らず、ＳＤＧｓを考慮しながら既存の秩序を持続可能な

ものに組みなおす、勇気と英断を持っているのか、持続可能な予算計画および運営の仕組となっている

のか、私たち同窓会員の働きかけが持続可能なものなのか、改革は中期的（５年）、長期的（１０年）視野に

立ってなされているのか。 

★多様性については、多数派重視から少数派をも包み込んだもので、同窓会員の背景「年齢較差・移住者・

外国人・仕事・経済状況・障がい・趣味・生き甲斐」等々、会員の価値観の多様性・個別化に対応し、その先

にあるイノベーションに取り組んでいるのか。 

三、滋賀県レイカディア大学および同窓会の充実と発展は、「共創感覚」を養って成し得たいものです。 

★共創感覚とは、当局（滋賀県・県社協・大学）のみで、山積する課題を解決するよりも、サポートの会・えに

しの会・同窓会・同窓生・地方自治体・地域住民などが、同列の主体として課題にアプローチし、当局の役

割は、優れたコーディネーターであることが望ましく、人的、資金的、ノウハウ的にも、シェアリングするこ

とが、よりよい結果を生み出し得るものと思われます。 

四、組織のオピニオンリーダーが大切にして欲しい信念は、「立場の保全よりも、具体的方策」でしょう。 

★立場より方策とは、県社協や大学、系統外郭諸団体の対面保守にこだわって、あるべき姿が見えなくなっ

てはいけないのであって、体制づくりは争点型のものではなく、性別に偏らず多様な人材に活躍してもら

うことが大切です。「勘・経験・思い込み」に依存した議論から離れて、ビッグデータやエビデンスを基にし

た、ＩＴ時代の胎動を意識した議論にシフトしたいものです。 

五、同窓会役員が大切にして欲しい大局観は、「三密」を大事にすることです。 

★「三密」重視の大局観とは、すべての取り組みが将来にわたって、「同窓会の新しい体質や風土」となり得

るものなのかの、問いの上に立ちながらコロナ禍中では、いわゆる「３密」が敬遠されましたが、私たち同

窓会員は以下の「三密」を大事にしたいものです。 

それは①会員は「親密」に・・・、②活動は「緻密」に・・・、③連携は「綿密」に・・・です。 

★県社協や大学の大局観とは、教義・校風・カリキュラムが時代にそぐわないとの声が、世間に漂っていると

するならば、時代が変われば指導者階層・社会のニーズ・運営方針もいずれは変わるもの、しかし生涯学

習を目指す、シニアの向学心と好奇心に満ちた営みの存在は変わることがないので、大学の「新しい課

程・校風」づくりに向かって、『レイカディア御三家』と称され親しんでいる、大学の外郭団体（同窓会・サポ

ートの会・えにしの会）と、より親近感を持って協働していくことが大切であると思います。 

★同窓会創立４０周年記念事業実施年度に臨んで、この後訪れるはずの「同窓会創立５０周年」を展望した、

事業活動が展開されて行くことを願いながら、「同窓会機関誌『會報・つながり』・第３８冬号・創立４０周

年記念号」に寄せるメッセージと致します。 

 



滋賀県レイカディア大学同窓会會報「つながり３８号冬号」学長メッセージ 

「レイカディア大学の温故知新・ひたすらなるつながり・縁の架け橋」 

～ともに学ばん、ともに遊ばん、ともに生きなんを合言葉に～ 

 

滋賀県レイカディア大学 

学長 渡邉 光春 

同窓会の会員の皆様におかれましては、レイカディア大学の卒業生が、地域の担い手として活躍し

ていただくという、開設の趣旨を長きにわたり実践いただいていますことに深く敬意を表しますと

ともに、改めて感謝を申し上げる次第であります。 

さて、昨年は、同窓会設立４０周年の節目の年で、新型コロナウイルスの影響で様々な制限がある

中で工夫を凝らしながら記念事業や記念誌の発行に取組まれました。 

４０年間を振り返る中で、卒業生の皆様がレイカディア大学の学びをそれぞれの地域で生かされ、

本県の地域福祉の発展に貢献されていることをあらためて気づかされる機会となりました。 

一方で、この４０年間で高齢者の取り巻く環境は大きく変化し、高齢者自身の意識や価値観も多様

化し、健康志向が強まる中、レイカディア大学の今日的な 

あり方も問われています。 

このような状況を踏まえ、滋賀県社会福祉協議会では、「ひたすらなるつながり」の理念のもと、法

人７０周年を契機として、レイカディア大学のさらなる活性化とともに、シニアの方々の多様なニーズ

に対応できる短期講座「ＳＬＥＣ（しがレイカディアエクステンションカレッジ）」を令和４年度から開設

することとしております。この短期講座については、先般、同窓会の皆様にご協力いただいたアンケ

ートの回答を参考に、アクティブになるための今日用（教養）と今日行く（教育）をつくるためのワーク

ショップを企画していきたいと考えております。同窓会の皆様には、是非とも受講いただきたく存じ

ます。 

あわせて、このＳＬＥＣや今後のアクティブシニアの新たな活動拠点となる「ＣＯＺＹ ＴＯＷＮ」を、今

年秋、彦根で開設するため準備を進めております。レイカディア賛歌の歌詞にある「ともに学ばん、と

もに遊ばん、ともに生きなん」を合言葉に、身体的・精神的・社会的に健康で幸せな状態である「Ｗｅｌｌ

-Ｂｅｉｎｇ」の創出をコンセプトとして、世代を超えた様々な人がほっこりできる場所を目指し、レイカ

ディア大学米原校も彦根キャンパスとして移転する方向で準備を進めているところであります。 

レイカディア大学は、これからも、この４０年間余り長きにわたって培った実践を「温故知新」の精

神で継承しながら、「ひたすらなるつながり」の社会の実現に向けて、生きがいのあるシニアライフを

願う方々へ「縁の架け橋」を架けていきたいと考えております。同窓会の皆様におかれましては、今

後ともレイカディア大学の発展にご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。 

 結びに、レイカディア大学同窓会の今後のますますのご発展と会員の皆様方のご健勝、ご多幸を

お祈り申し上げまして、私からのメッセージといたします。 

４   



県政１５０周年の節目の年に 

滋賀県知事  三日月 大造  

 

 同窓会会員の皆様におかれましては、日頃から、レイカディア大学の運営や在学生への支援に対

し多大なる御支援、御協力をいただき、ありがとうございます。また、さまざまな活動を通じて豊

かな地域づくりに御尽力いただいておりますことに、心から感謝申し上げます。 

レイカディア大学同窓会におかれては、４０周年を迎えられ、昨年１２月には記念式典にお招きい

ただきました。短い時間ではありましたが、皆様の熱意を肌に感じることができ、皆様の活動に対

する感謝の気持ちを直接お伝えすることができ、大変有意義なひとときとなりました。 

貴会は、４０周年という大きな節目を迎えられたところですが、県としても大きな節目を迎える

こととなります。今年は、明治５年（１８７２年）９月２９日に滋賀県が犬上県と合併し、現在の県域

の滋賀県となってから、１５０年の節目に当たる年です。この節目の年に、これまでの滋賀の歴史

を学び、先人の努力を振り返り、滋賀に一層誇りや愛着を持つとともに、未来を考える一年にした

いと考えております。 

さて、新型コロナウイルス感染症の影響により、県民の皆様には、大変な御苦労をおかけし、御

協力をお願いしているところですが、私は、２年間におよぶこのコロナ禍を経験して見出した光が

あります。それは、滋賀の誇るべき歴史や琵琶湖をはじめとする豊かな自然であり、こうした歴史

や自然を大切にしようとする実践であり、生まれ育つ子どもであり、人と人、人とあらゆる生きも

ののつながり、支え合いであります。これらは、これから歩む先を照らす光であるとともに、利他

のこころ、三方よし、おかげさま、お互いさま、誠信の交わりなど、先人の教えが息づいている証

であると感じています。 

レイカディア大学卒業生の皆様は、在学中はもとより、生涯を通じて培われた皆様の豊富な知

識や経験を生かして、まさに、よき先人として、地域づくりの牽引役として、ご活躍されています。

卒業後も新たな挑戦を続け、交流の輪を広げ、生き生きと活躍される皆様の存在は、本県が目指

す、人と人のつながりの中で、ともに生きる喜びを分かち合い、自分らしく活躍できる社会の実現

に向けて、大変心強いものと感じております。 

皆様におかれましては、これからも健康に十分に留意いただき、今後とも、地域づくりやレイカ

ディア大学の運営に対して、より一層の御支援、御協力をいただきますようお願い申し上げます。 

結びとなりましたが、同窓会のますますの発展と、会員の皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまし

て、「つながり冬号」の発刊にあたってのご挨拶とさせていただきます。 

５   
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滋賀県レイカディア大学同窓会の歴史 

1978年 7月 14日 滋賀県老人大学校開設 近江八幡中央公民館に仮設 

9月 29日 滋賀県老人大学開校式 １年制 80名でスタート 

４学科園芸、陶芸、生活、福祉 各２０名定員 

1979年 9月 22日 2年制に拡充 福祉学科を文芸学科に 

1980年 9月 22日 同窓会設立 初代会長 大橋儀平氏就任 

10月 1日 會報「創刊号」発行 

1981年 10月 29日 近江八幡校舎から大津厚生会館へ 

1982年 3月 8日 同窓会憲章制定 

1983年 3月 24日 第 3回総会で 2代目会長に中川長三氏就任 

1984年 5月 16日 第 4回定期総会 8支部編成 同窓会会員 463名 

1985年 6月 高島支部結成（9支部に） 

1986年 3月 27日 近江八幡市文化会館で滋賀県老人大学校公開講座開催 

5月 會報 5号発行 

10月 30日 第 1回親善ゲートボール大開催（於：土山かもしか荘） 

1992年第 7回まで毎年開催された。 

1988年 10月 13日 「米原校」開設 

1989年 3月 11日 開校十周年記念式典（於：大津）同窓会「バッジ」制定 

1990年 3月 26日 レイカディア振興財団設立 

9月 22日 同窓会結成十周年 

1991年  6月 10日 會報 9号結成十周年記念号発行 278ページに及ぶ 

10月 10日 同窓会結成十周年記念式典「青銅花瓶贈呈」 

1993年 7月 30日 大津校舎から長寿社会福祉センターへ（新設） 

6月 6月 22日～26日海外研修旅行 中国 北京・万里の長城 

10月 1日 滋賀県レイカディア大学に改称 

校歌制定 芥川賞受賞作家の高城氏作詞 

校章制定 滋賀大秋元教授デザイン（人間の夢の飛翔を象徴する紙飛行機） 

1994年  4月 20日 理事会で第 3代会長に安倍 勉氏就任 

 9月 9月 19日～23日海外研修旅行 香港、桂林、広州、香港 

1996年  9月 20日 レイカディアフェスティバル“96（於：守山市民ホール、体育館） 

同窓会活動展 作品展示 130点 

1997年  6月 4日 安倍会長逝去に伴い野中 正氏が 4代会長に就任 

6月 11日 定期総会   彦根・愛犬支部→湖東支部へ、湖東支部→中部支部へ 

10月 25日 レイカディアフェスティバル“97（於：レイカディアセンター） 

同窓会活動展 作品展示 131点 

1998年 4月 大学運営をレイカディア振興財団に移行 

5月 滋賀県と中国湖南省との友好協定締結 15周年の記念大会を兼ねて先方の

老人大学との交流を目的に在校生と訪中団結成して友好親善 

6月 11日 定期総会で佐々木尚一氏が第 5代会長に就任 
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 7月 大学と同窓会の運営・会計は大学事務局が当たっていたが、役員会で運営すること

になり、同窓会自主運営になる。 

7月 30日 レイカディア大学運営委員会に参加（2名参加） 

8月 29日 開校二十周年記念行事 

10月 3日～4日レイカディアフェスティバル“98（於：草津校研修室） 

同窓会活動展 作品展示 156点 

10月 13日 大学創立 20周年記念事業として校旗寄贈並びに同窓会旗新調 

1999年 10月 13日 第一回支部対抗グラウンドゴルフ大会（於：近江八幡津田運動公園） 

第 16回まで続く（2015年まで続く） 

10月 30日～レイカディアフェスティバル“98（於：草津校特別研修室） 

同窓会活動展 作品展示 167点 

2000年 9月 22日 2000年がん制圧全国大会（於びわこ大ホール）同窓会から 100名参加 

10月 21日～レイカディアフェスティバル“2000（於：レイカディアセンター） 

同窓会活動展 作品展示 1962001年点 

2001年 5月 1日 會報第 18号「同窓会創立 20周年記念特集号」発行 （149ページ） 

「私のひとこと」1,157投稿（会員総数 1,754名） 

2002年 5月 21日 定期総会で門馬三郎氏が第 6代会長に就任 

2003年 4月 1日 レイカディア振興財団→滋賀県社会福祉協議会に統合 

8月～10月シニアリーダー人材情報目的に 20期～24期生896名対象に活動状況調査実施

（結果は會報 21号に掲載） 

2004年 5月 15日 定期総会で奥村常治郎氏第 7代会長に就任 

8月 6日 同窓会員の大学必修講座の聴講 

12月 21日 會報 21号から表紙のカラー化（会員から募った風景写真をカラーで掲載 

2005年 10月 在学中にボランティア活動することが必須に 

10月 21日 支部対抗グラウンドゴルフ大会 甲賀支部赤瀬川さん 92歳で選手参加 

2006年 2月 7日 「びわこシニアネット」で同窓会活動を発信 

5月 13日 同窓会設立 25周年定期総会 

12月 15日 會報 23号（同窓会設立 25周年特集号発行。156ページ  

会員参加の「私の一言」を特集。７６％の会員 1,349名が参加 

2008年 9月 11日 第 1回前期「地域活動事例発表会」於：レイカディア大学米原校 

2009年 2月 28日 第 1回後期「地域活動事例発表会」於：レイカディア大学草津校 

9月 15日 第 2回前期「地域活動事例発表会」於：レイカディア大学米原校 

10月 15日 レイ大休校新聞発表  「レイ大休校対応検討会議」開催 

11月26日 嘉田知事面談 休校撤回要望書手渡す 

2010年 2月 12日 「レイ大休校に伴う再編検討会」開始 会長・副会長出席 

2月 27日 第 2回後期「地域活動事例発表会」於：レイカディア大学草津校 

5月 13日 休校撤回 継続決定 ①サポート隊創設 ②運営経費の節減 ➂協働運営 

5月 15日 定期総会で戸之洞貞夫氏が第 8代会長に就任 

10月 20日 草津校サポート隊発足 

2011年 4月 1日 米原校サポート隊発足 
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 5月 17日 定期総会（同窓会会則の全面見直し） 

9月 1日 草津校プレ大学祭ステージ演芸に参加 

2012年 1月 16日 同窓会創設三十周年記念「會報第 28号」発刊 

 （特集 全員登場「私の一言」）880名 

同窓会活性化アンケートの実施 1,185名（2013年 3月會報29号に掲載） 

8月 草津校第 1回大学祭 

10月 レイ大見直し検討会の提案を踏まえ、「びわこ環境学科」「健康づくり学科」

「北近江文化学科」の 3学科開設 

2013年 1月 29日 第 5回地域活動事例発表会（今回から全支部が一堂に会して開催）草津校 

4月 レイカディア大学学長 渡辺光春氏就任 

7月 23日～25日米原校第 1回大学祭 

8月 21日～23日草津校第 2回大学祭 

10月 1日 第 1回組織活性化対策委員会 

2014年  1月 10日 第 2回組織活性化対策委員会 

5月 26日 定期総会で堀江勇夫氏が第 9代会長に就任 

8月 20日 草津校で「滋賀県レイカディア大学」の学名看板の除幕式 

10月 1日 同窓会ホームページ開設 

2015年 9月 17日 第 16回本部グラウンドゴルフ大会開催 今大会が最後になる。 

9月 27日～30日わかやま国体のボート競技の運営ボランティアに参加 

2016年 1月 1日 會報 32号に新入会員（36期生）メッセージ掲載 2018年34号まで掲

載 

2018年 1月 1日 會報 34号に「レイカディア大学 40年の歴史と同窓会會報」および 

「地域活動事例発表会 10年のあしあと」掲載 

2018年度から「美しい湖国をつくる会」行事で湖岸清掃実施：6支部 114名が参加 

2019年 1月 會報 35号にサポート隊の紹介を掲載 経費節減のため白黒の會報になる。 

12月 會報 36号から「つながり」として製本を簡素化し夏号と冬号を発行 

2020年 1月 1日 同窓会ホームページのトップページを全面改訂 

（情報発信の継承可能にするため） 

4月 22日 新型コロナ感染拡大を受けて４月予定の定期総会は中止となり、新旧役員に

よる書面議決とした。 

8月 同窓会ホームページレンタルサーバー移行とサブ FTPアカウントを支部単

位に付与することでセキュリティ強化を実施 

11月 第 13回地域活動事例発表会もコロナ禍の為中止に 

2021年 5月 26日 定期総会は本部役員のみの開催とし、リモート総会を実施 

同窓会創立 40周年記念事業の企画・実行委員会を立ち上げ実行準備中 

12月１日 長浜ドームにて、40周年記念の支部対抗グランンドゴルフ大会開催 

支部対抗戦と個人戦に１１２名の選手が参加 

2月 17日 近江八幡市滋賀県立男女共同参画センターで設立 40周年記念式典を開催 

１４４名の参加を得て、記念式典、記念講演、アトラクションの三部構成で開

催しました。来賓に三日月滋賀県知事、小西近江八幡市長、渡邉滋賀県社会

福祉協議会会長をお招きして祝辞を賜りました。 
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會報発行と歴代同窓会会長の年表 

 

 

年度 會報号NO. 記念誌 同窓会会長 広報部会長 年度 會報号NO. 記念誌 同窓会会長 広報部会長

Ｓ５６ １号 創刊号 大橋　儀平 Ｈ１６ ２１号 奥村　常治郎 三上　善弘

Ｓ５８ ２号 　　〃 Ｈ１７ ２２号 　　〃 　　〃

Ｓ５９ ３号 中川　長三 Ｈ１８ ２３号 ２５周年 　　〃 斎藤　吉太郎

Ｓ６０ ４号 支部結成 　　〃 Ｈ１９ ２４号 　　〃 　　〃

Ｓ６１ ５号 　　〃 Ｈ２０ ２５号 　　〃 岡崎　一郎

Ｓ６２ ６号 　　〃 林　秀一 Ｈ２１ ２６号 　　〃 　　〃

Ｓ６３ ７号 　　〃 　　〃 Ｈ２２ ２７号 戸之洞　貞夫 小林　仁司

Ｈ元 ８号 　　〃 　　〃 Ｈ２３ ２８号 ３０周年 　　〃 　　〃

Ｈ２ ９号 １０周年 　　〃 　　〃 Ｈ２４ ２９号 　　〃 富田　豊

Ｈ３ １０号 　　〃 　　〃 Ｈ２５ ３０号 　　〃 小林　仁司

Ｈ４ １１号 　　〃 　　〃 Ｈ２６ ３１号 堀江　勇夫 堀江　勇夫

Ｈ５ １２号 安部　勉 野沢　政次 Ｈ２７ ３２号 　　〃 　　〃

Ｈ６ １３号 　　〃 　　〃 Ｈ２８ ３３号 　　〃 中山　幸夫

Ｈ７ １４号 １５周年 　　〃 　　〃 Ｈ２９ ３４号 　　〃 　　〃

Ｈ９ １５号 中野　正 木俣　信一 Ｈ３０ ３５号 　　〃 　　〃

Ｈ１０ １６号 佐々木　尚一 岩井　典弘 Ｒ元 ３６号夏号 　　〃 　　〃

Ｈ１１ １７号 　　〃 　　〃 Ｒ元 ３６号冬号 　　〃 　　〃

Ｈ１３ １８号 ２０周年 　　〃 　　〃 Ｒ２ ３７号冬号 　　〃 藤田　順一

Ｈ１４ １９号 門馬　三郎 増尾　一雄 Ｒ３ ３８号冬号４０周年 　　〃 　　〃

Ｈ１５ ２０号 　　〃 　　〃
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同窓会本部活動を顧みて 

大津支部顧問 岩田 和彦 

 

先ずは、同窓会創立 40周年にあたり、謹んでお祝いを申し上げます。 

一昨年に副会長退任と同時に大津市小野学区自治連合会長を受け、「まちづくり協議会」設立に向けて、相

変わらず忙しく苦闘の日々ですが元気に過ごしております。 

この度は、新型コロナウイルス感染拡大と大雨洪水警報が発表される中、藤田副会長より投稿文のご下命

を頂きましたが、ご勘弁頂けず不得手な投稿文を書き留めることになりました。 

思えば 10 年前に卒業し同窓会には入会しないつもりが、草津校サポート隊 3 期隊長を務めたことによ

り、「サポート隊調整会議」では当時の小林守山野洲支部長・増田大津支部長には大変なご指導を頂きその

恩義を感じ入会した次第です。 

その後、大津支部副支部長として本部役員会に出席し、「サポート隊」並びに「えにしの会」との連携を提言

したところ奇異な目で見られ、全く議論にもなりませんでした。また、地域活動の考え方では「わざわざ活動

を探しているのか？・・・」と言われる始末で、（私の居住している湖西小野は、新興住宅地でお守りをする寺

社や昔からの地域行事もなく、京都・大阪などから移り住んだベッドタウン）同じ滋賀県でこれほどまでに違

うのかを感じさせられました。後に思い起こせば「言い得て妙！」であることに気付きました。 

当時、本部全体行事としては「総会」と「地域活動事例発表会」ぐらいで、親睦交流としての「グラウンドゴ

ルフ」も意見の相違があり、支部間の交流行事としての位置付けでした。 

その後、本部組織も「総務研修部会」「広報情報部会」「地域活動部会」に改組されました。 

「地域活動部会」では、「会員の社会貢献活動調査」や「美しく湖国を作る会」「ｺｽﾓｱｰｽｺﾝｼｬｽｸﾘｰﾝ･ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

in草津」が広域活動として始まりました。 

「広報情報部会」では「會報」のカラー化・掲載記事の充実を図っていましたが、コスト低減が重要課題とな

り「つながり号」への発刊に移っていきました。 

「総務研修部会」は、「サポート隊レイカデイアの日」参加と、両校サポート隊経験者の役員が徐々に増えた

ことにより橋渡し役となってサポート隊との連携が強まりました。 

そして、年々学生募集の定員割れに危機を感じ、大学の継続無くして同窓会の継続は無しの思いで、全支部

一丸となっての「平和堂店舗」での「学生募集要項配布活動」を実現することができました。 

それによりサポート隊との連携を深めると伴に、初めての全体活動ができたものと思っています。 

これは一重に、草津校サポート隊 2 期隊長で草津栗東支部の三輪益三様にはご容態の思わしくない中を、

大変なご助力を頂き唯々感謝すばかりでした。この書面をお借りして改めて厚く御礼申し上げます。 

以降、在校生を対象にした会員確保策のための「地域活動説明会」「同窓会入会説明会」や、総会時の記念

講演として「三日月知事の講演」を施すことができました。 

最近は以前にもまして、各地域の活動が新聞・広報誌等で活躍の様子が伝えられ「知名度向上」に繋がっ

ているように思います。 

近年の同窓会入会者と新入生の方々は、真面目で優秀な人材が多くおられるように見受けられます。    

同窓会の財産は何よりも「人材」と「活動の証」です。 

これからも、「男女共同参画」の推進や「多様な変化」への対応に、高齢者ならではの経験を活かした活動

を期待致します。 

新たな手法で「活動の見える化」と「同窓会活動の価値」を高め、「持続可能な活動」として次の時代につな

いで頂ければ幸いです。 

結びになりますが、皆々様の益々のご活躍とレイカデイア大学同窓会の益々の発展を祈念申し上げます。 



滋賀県レイカディア大学同窓会創立 40周年記念式典 

 滋賀県レイカディア大学同窓会創立 40 周年記念式典が令和 3 年 12 月 17 日、近江八幡市の県立男女共

同参画センターで開催された。 

この式典については 10 月初旬の開催が計画されていた

が、県のコロナ禍による緊急事態宣言の発令によって延期さ

れていたもので、式典には県下9支部から会員 14４名が参加

し、堀江会長の開会の挨拶に始まり、来賓の三日月滋賀県知事

様、小西近江八幡市長様、渡邊学長様から祝詞を頂いた。 

続いて HP担当班作成の 40年の歩みをまとめた DVDの

映像で歴史を振り返り、その後 12 月 1 日長浜バイオドームで

開催された「支部対抗記念グランドゴルフ大会」の表彰式が行

われ会長より入賞者に賞品が手渡された。 

 第2部の記念講演会は近江日野商人館長の満田良順先生

から演題「新しく分かった近江商人の世界」を興味深くお聞

きした。 

第 3部のアトラクションは会員がメンバーの１員で野洲市

を中心に活動しているバンドグループ「ビーフォー＆オー」

の懐かしいフォークソングや懐メロの演奏で、青春の一時を

懐かしんだ。 

 私たち高齢者が企画、運営そして進行と手作りでこの式典

に関わったが、この経験が次の 50 周年記念事業への取り

組みへの大きなステップになったのではと思われる。 

事務局長 今岡多望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                

式典会場に「會報つながり」の創刊号を含め全て陳列 

９支部から１４０名参加 奥長実行委員長 開会挨拶 
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堀江会長 挨拶 三日月滋賀県知事様 来賓祝辞 

小西近江八幡市長様 来賓祝辞 渡邉学長様 来賓祝辞 

グランドゴルフ大会表彰式 記念講演 満田近江日野商人館長様 

「ビーフォー＆オー」の演奏 藤田副会長 閉会挨拶 

12  



13 

 

 

開 催 日 ：令和３年１２月１日 １３：００受付  １３：３０開始 

場   所 ：長浜バイオ大学ドーム 

 昨年 9 月２２日にレイカディア大学同窓会は設立 40 年になり、設立 40 周年を記念して令和 3 年９月２２日

に記念事業として支部対抗グランドゴフル大会を企画したが、緊急事態宣言発令となり延期を余儀なくされた。 

 その後、９月 30日に解除され感染状況も沈静化し今回開催する事が出来た。 

 競技は９支部各５名の４５名による対抗戦と個人戦を含め１１２名。 

 参加者は他に、写真班、会場運営者の２０名。 

 18 組に分かれて 24 ホールをラウンドであった。最初はドーム特有の人工芝

にオーバースル競技者も見られたが、徐々に慣れ楽しいラウンドになった。 

 12 月 17 日（金）近江八幡男女共同参画センターで開催された、４０周年記念

式典で発表し表彰になった。 

         団体戦総合順位                       個人戦順位 

 

 

 

 

                                   

飛び賞：１０位、２０位、３０位、４０位、５０位、６０位、７０位、 

８０位、９０位、１００位、１１０位、BB賞。 

 式典記念日賞１７位、設立記念日賞２２位、４０周年記念日賞４０位 

                                                   

          

                      ホールインワン達成者（各コース共に、1と５を指定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 5 1 5 1 5

1  大津  住若富子 〇

2  大津  遠藤修一 〇 〇

3  大津  松岡克実 〇

4  草津・栗東  中川直人 〇

5  草津・栗東  今村治 〇

6  草津・栗東  鳥居晴実 〇

7  草津・栗東  原光義 〇

8  草津・栗東  沢村幹雄 〇

9  守山・野洲  近松清司 〇

10  甲賀・湖南  吉治孝和 〇

赤コース 青コース 黄コース
NO. 支部名 氏名

1 5 1 5 1 5

11  甲賀・湖南  市井眞一 〇

12  甲賀・湖南  鈴木勲 〇 〇

13  中部  新谷稔 〇

14  中部  今宿猛 〇 〇

15  湖東  東平伸昭 〇

16  湖東  近藤見示 〇

17  湖東  小山美代子 〇

18  湖北  北村宗吾 〇

19  湖北  田中正幸 〇

20  湖北  田中直夫 〇

NO. 支部名 氏名
赤コース 青コース 黄コース

順位 支部 氏名

 優勝 　湖北支部 　松居伸二郎

 準優勝 　守山・野洲支部 　西村あやこ

 ３位 　甲賀・湖南支部 　鈴木勲

 ４位 　大津支部 　遠藤修一

 ５位 　湖東支部 　東平信昭

団体戦順位 支部

 優勝 　湖北支部

 準優勝 　甲賀・湖南支部

 ３位 　守山・野洲支部

 ４位 　近江八幡支部

 ５位 　中部支部

 敢闘賞 　大津支部

 敢闘賞 　湖東支部

 敢闘賞 　草津・栗東支部

 敢闘賞 　高島支部
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開 会 式 

             堀江会長挨拶                   湖北支部よりルール説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタート前に全員で集合写真 
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競技終了後支部単位に集合写真 

支部単位の参加者写真 

大津支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津・栗東支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守山・野洲支部 

 

 

 

 

 

 

 



16 

 

 

甲賀・湖南支部 

 

 

 

 

 

 

近江八幡支部 

 

 

 

 

 

 

  中部支部 
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  湖東支 部 

 

 

 

 

 

 

湖北支 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   高島支部 
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令和３年度 長寿（白寿、米寿）慶祝者の皆様（敬称略） 

白寿（１名）         米寿（２7名） 

 

 

                                          

     写真掲載無し 

 

 

高山 かをる       岡崎 一郎             磯田 慶蔵        山田 寛            中村 ゆり 

湖北支部         大津支部           大津支部          草津・栗東支部       甲賀・湖南支部 

米原校 15期生活    草津校２１期スポレク   草津校２５期文芸    草津校２６期生活     草津校１８期スポレク 

   

  

  

  

  

  

  

奥嶋 寛            岸 嘉行           杉中 覚           東 孝一            辻 清司 

甲賀・湖南支部      甲賀・湖南支部       甲賀・湖南支部      甲賀・湖南支部      近江八幡支部 

草津校２０期文芸     草津校２1期生活      草津校２５期園芸     草津校２７期園芸      草津校２２期陶芸 

 

 

 

 

写真掲載無し         写真掲載無し 

 

 

中江  永子         伊藤 壽朗             嶋川 豊嗣        村田 久子          澤 亨 

近江八幡支部      近江八幡支部        中部支部          中部支部           中部支部 

米原校２２期生活    草津校２２期園芸      米原校 2１期園芸    米原校２３期文芸     米原校２6期文芸 

 

 

 

 

 写真掲載無し 

 

 

大橋 和夫         野口 勇           馬場 みさを          安澤美佐子         岩崎 孝一郎 

湖東支部          湖東支部           湖東支部          湖東支部           湖東支部 

米原校 26期園芸     米原校２３期園芸     米原校１８期スポレク  米原校 21期スポレク  米原校３１期地文 

 

 

写真掲載無し 
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令和３年度 長寿（白寿、米寿）慶祝者の皆様（敬称略） 

米寿 

 

 

 

    写真掲載無し 

 

 

    戸之洞 貞夫      吉沢 清夫        徳田 滿夫         西岡 孝士         遠藤 康子 

   湖北支部             湖北支部             湖北支部          湖北支部          湖北支部 

  米原校２０期生活   米原校２２期園芸   米原校２４期スポレク   米原校 24期園芸    米原校 25期スポレク 

 

 

 

 

  

 

 

竹林 春雄        松居 伸二朗       竹下 彰子 

湖北支部          湖北支部          高島支部 

米原校 26期文芸   米原校３１期園芸    米原校 23期生活 

 

慶祝者訃報：湖北支部 戸之洞様４月ご逝去されました。ご冥福をお祈り致します。 
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令和 3年度滋賀県レイカディア大学同窓会定期総会 

 令和 3年度の本会の定期総会は令和 3年 5月 26日、草津校大教室を会場に開催された。 

2 年度はコロナ禍のため急遽文書議決で開催となったが、本年度は縮小して理事のみの出席とし、一般会

員については初めての試みとしてリモートによる出席となった。 

出席者は 27名、リモート出席者 18名その他 4名だった。 

また毎回行われる記念講演会はなく、長寿者慶祝はお名前の表示に留め、三日月知事のお祝いの言葉は

小島総務研修部長が代読した。 

 議事は総会運営担当支部の湖北支部の北村孝雄議長によって進行され、第 1 号議案から第 5 号議案まで

賛成多数で承認された。 

堀江会長からは本年度の特筆すべき事業として「同窓会創立 40 周年事業」への取り組みが提案、承認さ

れた。 

この2年間の総会の開催は異例続きであったが令和4年度総会が全員出席で開催できることを期待した

い。 

事務局長 今岡多望 

 

レイカディア賛歌斉唱（歌わず聞くのみとした）       議長挨拶 

事務局一任を受けて、 

議長に湖北支部の北村孝雄氏を選出 

 

大教室 賛成多数                         リモート参加者 

 

１号議案から５号議案までの全ての議案が可決承認されました。 
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         同総会旗              近江八幡市 総合福祉センターひまわり館 

 

第１３回（２０２１年度）地域活動事例発表会を、１１月１５日（月）近江八幡市総合福祉センター 

ひまわり館で開催した。 

   昨年はコロナ禍のため中止せざるをえなかったが、緊急事態宣言が解除され、滋賀県ステー 

ジも「八方よし」になり、２年ぶりに開催することができた。 

   ただ、開催案内も限定し入場者数を制限し、 

来賓もレイカディア振興 高橋宏和様のみにお願い 

するなど、規模を縮小しての開催になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は８支部８名の方に発表して頂いた。           来賓：滋賀県社会福祉協議会 

聴講者を含め参加者は１２０名であった。            レイカディア振興 高橋課長様 

８支部の発表は、コロナ禍の中でも積極的に活動し、興味深く大変に感心する内容であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会：藪 草津・栗東支部長       堀江 会長挨拶        閉会の辞 奥長 湖北支部長 

地域活動部会長 

https://youtu.be/L_nZnjTwLys
https://youtu.be/ETkE2NjiWuI
https://youtu.be/5bP-O0OOsls
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「シニアの力で子育て支援「シニア子育てサロンぽっけ」 

松江 由多加  

草津・栗東支部 40期健康づくり 

                               

転入してきた若い世代が多く、核家族化の進行や地域の繋がりが希薄となっている現在、育児の相談や子

供の面倒を見てくれる人が近くにいないことが大きな課題となっています。 

そこでこのような若い保護者を少しでも支援するため「シニア子育てサロンぽっけ」を立ち上げ、子供の「一

時預かり保育」や「親子サロン」を開設し 3世代が交流できる居場所づくりを目指しています。 

 

「大津市小学校卒業式・入学式の花飾り活動」 

藤田 順一  

大津支部 ３７期園芸・４１期陶芸 

                               

大津市内 21小学校に、卒業式・入学式の花飾り用として、パンジーの鉢植えをラッピングして届ける活動を

行っている。 

ラッピングは、地域から協力者の参加を得て共同で作業をしており地域貢献に繋がっている。 

届けている各小学校からは大変に感謝されている。 

 

「サブロク会の活動報告」 

松井 弘子 

湖北支部 ３６期北近江文化 

                               

卒業後、地域活動について話し合った結果音楽で施設や老人会に出向いて元気を届けようと決まりました。

メンバーの一人が三味線をしておられたことから、自分たちの楽しみとかつみんなに喜んでもらうための三

味線練習が始まりました。 

デイサービス、グループホーム、地域の老人会・サロン又公民館祭等の活動をしてきたことを発表したいと思

います。 
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「ふれあいサロン「ふらっと」での 紙芝居上演」 

村上 多津美 

甲賀・湖南支部 37期地域文化 

                               

甲賀市甲南町希望が丘学区では、毎月第二日曜日(10時～14時)誰でも 100円で参加出来るふれあ

いサロン「ふらっと」(飲み物。おやつ付き)が開催されている。 

2017年 4月の発足依頼、レイ大で学んだ紙芝居とボランティアガイドの経験を活かして地域の紹介をパ

ワーポイントで 30分程度上演しています。 

 

「しまる会(40)の活動」 

田中 よし子 

中部支部  40期北近江文化 

                               

私がドジョウ掬い踊りに出会ったのは、今から50年も前に奥出雲に行った時です。自分もぜひ踊りたい

一心で安来詣でをし、とうとう踊りの段位まで取りました。 

そんな中レイ大に入学する機会を得、同じ思い志は一つの仲間に出会い皆の共感を得て、ドジョウ掬いに

よる活動を始めました。 

在学中は大学祭で披露をし、卒業後は「しまる会」として、東近江市内や、遠くは草津市あたりまで依頼が

あれば公演に訪れています。 

「地域の方に楽しんでもらい地域での活動を楽しむ」 『十人十色の会』 

藤森 勉 

湖東支部 39期北近江文化 

 

文庫③十人十色カフェ in○○の 3本柱を活動の中心としています。 

③の「十人十色カフェ in○○」は、高齢者福祉施設・保育園・自治会等を訪問し皆さんと交流を深めていま

す。 

メンバーのギターに合わせて唄遊び、手遊び・ゲーム等で楽しんでもらっています。 
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「やす緑のひろば」野洲川北流跡 自然の森整備活動」 

中山 幸夫 

守山・野洲支部 30期地域文化 

                               

野洲川の改修工事で廃川となった北流跡(面積約 4ha)は野洲駅周辺の自然植生豊かな河辺林です。 

私達の「やす縁のひろば」は、平成 23年 6月に設立、今年で 10周年を迎えました。個人会員数 36名、内

レイ大卒業生 9名が参加、『野洲川北流跡自然の森』と名付け、森の整備活動又、自然観察会等一年を通じ

て子供達が自然豊かな森に親しめる様々なイベントを開催し交流を図っています。 

 

「琵琶湖に響け！よし笛の音 『琵琶湖周航の歌』の歌碑巡り」 

 

福島 喜美恵 

 

近江八幡支部 31期スポーツ 

           レクリエーション 
                               

よし笛アンサンブル・マイレイカは平成 21年(2009年)12月に結成され、私は当初から参加しています。

よし笛は初めてでした。月 2回、コロナ禍以前は練習日の午後は、米原、彦根、東近江の老人施設へ演奏ボ

ランティアに行っていました。 

また結成 10年を記念して『琵琶湖周航の歌』の歌碑の前でよし笛を演奏する活動をし、足掛け 3年、今そ

の過渡期です 



 

写真で振り返る『大津支部』のこの一年 
令和２年（2020年）１２月～令和３年（2021年）１１月 

 11月 本部 地域事例発表会 10月 研修部会・健康部会共催 

 仰木の里と棚田見学 

地域活動部会 小学校の図書室整理・校庭美化 支援活動 

地域活動部会 小学校の卒業式と入学式花飾り・校庭花壇 支援活動 

２月びわこ毎日マラソン 整備員活動 

５月 聖火リレーボランティア ４月 定期総会 

 

４月 新入会員歓迎会 

 

1２月 本部 グランドゴルフ大会 

25   

文化部会 生涯学習センター展示会 

 

文化部会・地域活動部会 平和堂石山、アルプラザ堅田展示会 
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陶芸教室   6 / 26   

令和 3 年度支部総会   4 / 20   

第 13 回地域活動事例発表会   1 1 /1 5   琵琶湖遊覧   竹生島・彦根   / 11 9   

部会別全体会議   / 8 3   

作品展・活動展   11 / 12   

ニュースポーツ大会   / 15 7   秋のグラウンドゴルフ大会   10 / 18   びわ湖清掃活動   11 / 8   

写真 で見る 草津・栗東支部のこの一年   

レイ大 40 周年記念 式典・講演 12/17 

4 1 期新会員   歓迎 説明 会   30 / 3   

歴史探訪新緑の栗東   / 11 5   

第 15 回歴史探訪（小槻神社）   1 2 / 10   

参加された 新会員の皆さん   

春のハイキング （三井寺）   7 / 4   

レイ大 40 周年記念グラウンド 

ゴルフ大会   12 1 /   
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 ２０２１年 甲賀・湖南支部 この一年 

項     目  実施日 関 連 事 項 

役員理事会、総会 年８回開催 R３・4,5,7,10,10,11,R4・１予定 

広報活動 年２回発行 R3.7発行、次回は２月予定 

支部グラウンドゴルフ大会 年２回開催 R3.11.4秋の大会、春は中止 

地域ボランティア活動 R3.12.10 水口子供の森で工作材料準備 

新入会員歓迎会 R3.11.18 水口中央公民館 

趣味の作品展 R3.11.18 水口中央公民館 

同好会活動（グラウンドゴルフ） 年６回開催 １２月～２月は冬休み 

同好会活動（里山ハイキング） 年２回開催 10月佐和山、１１月安土城跡 

同好会活動（青春１８切符の旅） 中止 令和４年３月より実施予定 

一日研修旅行 中止 今年度は中止 

地域活動事例発表会に参加 R3.11.15 テーマ：ふれあいサロンでの紙芝居 

レイカディア同窓会４０周年記念行事に参加 R3.12.1, 15 記念 GG大会、記念式典に参加 

支部グラウンド大会 野洲川グラウンド 趣味の作品展 水口中央公民館 

新入会員歓迎会 水口中央公民館 地域活動事例発表会 ひまわり館 

ボランティア活動 水口・子どもの森 里山ハイキング 安土城址 
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近江八幡支部のこの一年 (令和 2年 10月～令和 3年 11月) 

【活動行事】 

令和２年 10月 四支部親善グラウンドゴルフ大会      令和２年 12月 趣味の教室                     

令和３年４月 支部総会 長寿慶祝表彰 新入会員歓迎会   令和３年 5月 親睦グラウンドゴルフ大会 

   令和３年 11月 湖南三山紅葉めぐり       令和３年 11月 会員作品展   

 

【地域活動(通年)】 

白鳥川沿いの花の植栽            湖岸道路の桜並木の管理 
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支部グラウンドゴルフ大会 

７月 29日  
 やわらぎの郷公園 芝生広場 

日野分会 ７月 23日 

「ふるさと絆事業」日野中学校さつき剪定・草引き 

能登川分会  
グラウンドゴルフ大会 ６月 26 日 

レイ大カフェ クリスマスコンサート 12月 20日 

レイ大特製カレー 
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             湖東支部 この一年 
 

常任委員会開催               

令和３年５月６日                              

今年も総会が中止となり、              

常任委員会で今年度の各部会           

の事業計画等が承認されまし 

た。 

              

                

湖東支部作品展                       第４３期学生募集活動 

令和３年６月 18～23 日                              

ビバシティ平和堂にて                       

湖東支部の作品展を開 

催、併せて第４３期の 

学生募集活動も行いま 

した。 

 

胡宮神社～青龍山ハイキング 

令和３年 11月８日   

胡宮神社～青龍山を探訪する  

日帰り研修が実施され、好天 

の中、３０名の方が元気にハ 

イキングを楽しみました。 

 

 

地域活動事例発表会 

令和３年 11月 15日 

発表：十人十色の会 

発表テーマは「地域の方に楽 

しんでもらい地域での活動を 

楽しむ」でした。 

 

 

支部対抗ＧＧ大会                           

令和３年 12月１日 

同窓会創立４０周年記念事業 

の支部対抗ＧＧ大会が長浜ド 

ームにて開催されました。 

（写真は湖東支部参加の皆さん） 



32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 湖北支部定期総会 「新型コロナウイルス感染」拡大のため「代議員制」で実施 

 

 

10月 地域探訪研修会 塩谷山洞壽院とちゃわん祭りの館見学 参加者２０名 

６月 春季グラウンドゴルフ大会 長浜バイオ大学ドーム 参加者４０名 

11月 地域活動 美しい湖国をつくる会活動「湖岸清掃」に参加 参加者２３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高島支部 この一年 
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 高島支部は支部長以下会員数 5３名の弱小チームですが、旧町村毎に地区

役員を配置することで、連絡網の蜜とチームワークの良さを誇っています。 

しかしながら、この一年を振り返ってみますと、新型コロナに翻弄された

一年となりました。支部事業も当初から大きく出遅れ、事業は剪定作業の

みとなりました。おおいに反省するところです。 

 

 

 

 

 

 

 

≪編集後記≫ 

早くも年の瀬となりました。新型コロナウイルスも生き

残りをかけて、オミクロン株へと変異し、新たな脅威をもた

らしてきています。もう直ぐ 3 回目のワクチン接種が始ま

ります。新型コロナもいずれは普通の風邪ウイルスとなる

のかもしれませんが、これまでと同様に感染予防を心掛け

て、元気に新しい年をお迎えください。 

 

 

R３/10/2６剪定及び除草作業 

 

緊急事態宣言中、家にいても

取り組める事業として、9月

に俳句の募集を策定しました 

その結果以下の通りです。 
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令和３年度 同窓会本部役員 

会  長 副会長・地域活動部会長 副会長・広報情報部会長 事務局長 

堀江 勇夫  

３０期地域文化 

奥長 裕幸 

３７期北近江文化 

藤田 順一 

３７期園芸 

今岡  多望 

３７期北近江文化 

会  計 

藪  健治 

３５期園芸 

常任理事（支部長） 専門部 

大津支部（25８名） 草津・栗東支部（1８２名） 守山・野洲支部（1４３名） 甲賀・湖南支部（10９名） 

藤田 順一 

３７期園芸 

藪  健治 

３５期園芸 

小島  治 

３４期地域文化 

本田 秀信 

３６期園芸 

近江八幡支部（1５９名） 中部支部（15７名） 湖東支部（15５名） 湖北支部（2２７名） 

濱口 勝司 

３２期地域文化 

今岡 多望 

３７期北近江文化 

上野 芳樹 

３７期園芸 

奥長 裕幸 

３７期北近江文化 

高島支部（5０名）   令和３年／６月末会員数 

清水 良秋 

３５期園芸 
  １，４４０名 

総務研修部会長 ＨＰ管理班長 事務局員 

小島  治 

３４期地域文化 

野川 篤美 

３６期地域文化 

福永 好子 

３８期健康づくり 

 

    総    会

　役員会（常任理事会・理事会）

  　 　　会　  長

   総務研修部会   広報情報部会 　地域活動部会

・総会 　　・地域活動の企画立案・地域・ボランティア活動の推進

・慶祝 ・會報発行 ・行政機関等各種団体との連携

・会員の親睦交流 ・ＨＰの維持管理 ・地域活動事例発表会

・研修事項の策定及び実施 ・広報に関する事項 ・支部の地域活動、ボランティア活動への支援

大 近 中 湖 湖 高

津 江 部 東 北 島

支 八 支 支 支 支

部 幡 部 部 部 部
支

部

・会員の地域活動調査

草
津
・
栗
東
支
部

守
山
・
野
洲
支
部

甲
賀
・
湖
南
支
部

滋賀県レイカディア大学同窓会組織図

監事 顧問

   副会長

  事務局・会計

HP管理斑
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令和 3年度 6 月末現在 本部会員数   

支部名 会員数 ８８歳以上者数 88歳以上者比率 

大津 支部 ２５８ １６ ６.２% 

草津・栗東 支部 １８２ １３ ７.１% 

守山・野洲 支部 １４３ １１ ７.７% 

甲賀・湖南 支部 １０９ １０ ９.２% 

近江八幡 支部 １５９ ８ ５.０% 

中部 支部 １５７ １８ 1１.５% 

湖東 支部 １５５ １８ 1１.６% 

湖北 支部 ２２７ ５８ 2５.６% 

高島 支部 ５０ ６ 1２.０% 

合  計 １,４４０ １５８ 1１.１% 

 

 

18%

13%

10%

7%11%

11%

11%

16%

3%

支部別 会員数

大津 草津・栗東 守山・野洲 甲賀・湖南 近江八幡 中部 湖東 湖北 高島



 

                  編集後記會報「つながり 38 号冬号」は同窓会設立 40 

周年記念特集を含めている。  

白寿と米寿の慶祝者の方々を紹介するのと、9 支部のこの一年間の活動を紹介している。  

コロナ禍であったが、會報「つながり 38 号冬号」を無事発行することが出来た。  

編集は広報情報部会員 9 名と HP 管理班長の１０名で行った。  

  

滋賀県レイカディア大学同窓会 

令和４年１月発行  

https://lacadosokai.com  
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草   津   校   米   原   校   

會報等編集班のメンバー   

https://lacadosokai.com/

